
Q22 Bluetooth 運動イヤホン

取扱説明書



仕様

型番 Q22
カラー ブラック

通信方式
Bluetooth
4.1+EDR

対応Bluetoothプロ
ファイル

HFP1.6,HSP1.2,
AVRCP1.4,
A2DP1.2

最大通信距離 10m
ノイズキャンセル CVC 6.0
電源 USB 給電

内蔵バッテリー 80mAh
充電時間 2 時間

通話/再生時間 約 3-5時間

外形寸法 40x24x32mm
質量 約 16.4g



付属品：

(USB ケーブル)

M L
(イヤーピース)

M L
(イヤーフック)



各部名称

1．左フック

2．左イヤーピース

3．充電用コネクタ

4．右フック

5．右イヤーピース

6. マルチファンク
ションボタン

（MFB）
7. 音量上げ/前の曲
8. 音量下げ/次の曲

9. マイクフォン



電源オン/オフ
電源オン: ボタンを 3-5秒の程
長押しで、青色 LEDランプ点滅の
同時に、“power on”の音声が鳴りま
す。
電源オフ： ボタンを 3-5秒の程
長押しで、赤色 LEDランプ点滅の
後消灯になって、同時に"Power off"
の音声が鳴ります。
ペアリング(機器への初期登録)の方
法
1.電源がオフの状態で、 ボ タ
ンを 5秒以上長押し続けます。LED
ライトが赤⇔青交互に点滅し、同時
に“Pairing”の音声が鳴ります。ペ
アリングモードに入ります。
2.スマートフォンの Bluetooth 機能
がオンにします。
3.スマートフォンから本製品が見
つかると、デバイス名“Q22”が検
索界面上に表示されますので、選択
して登録します。
ご注意:パスキーが必要の場合は、



“0000”セロ 4つを入力してくださ
い。
音楽の再生/停止
音楽再生時にボ タンを押しま
す。
前/次の曲
前の曲: +ボタン 2秒程押します。
次の曲: -ボタン 2秒程押します。
音量の調整
+ ボタンをクリックで音量上げま
す。
- ボタンをクリックで音量下げま
す。
電話を受ける/電話を切る/拒否/静
音
電話を受ける: ヘッドセットから

着信音が聞こえたら、ボタンを
1回押します。

電話を切る: 通話状態で、 ボ
タンを 1回押します。
拒否： ヘッドセットから着信音が
聞こえたら、ボタンを 2秒程長押し



ます。
静音: 通話状態で、 ボタンを 2
回押します。
リダイヤル : ボタンを 2 回押
すと前回の電話に発信します。
イヤホンと携帯間に転換

ボタンを約 2秒程度押し、音声
はヘッドセットと携帯電話間に転
換します。
充電
本製品は、お使いになる前に充電を
しておく必要があります。
1. 充電には付属の USB充電ケーブ
ルを使用します。
2. 充電中は赤色に点灯します。
3. 充電時間：約 2時間
4. LED ランプが青色で点灯してか
ら充電完了です
(ご注意: 繰り返し充電と放電はバ
ッテリーの寿命が短くなります。こ
れは全ての充電式のバッテリーの
固有欠陥です。予めご了承くださ
い。)



低電量警告
低電量音声警告と、赤色 LED ラン
プが点滅します。
2台スマートフォン同時的に接続す
る
1. 1台目のスマートフォンに連続し
た後、1 台目のスマートフォンの
Bluetooth 機能とヘッドフォンをオ
フにしてください。
2. 今はヘッドフォンを再度開くし
て、2台目の携帯電話とペアリング
する事ができます。
3. ペアリング成功したら、１台目
の Bluetooth 機能をオンにして手動
で接続します。
ご注意:
2台スマートフォン同時的に接続す
ると、一部の機能が制限されること
があります。
困ったときは･･･
電源が入らない
本製品のバッテリーが充電されて



いるかど うかを確認してください。
バッテリーが充電されていない場
合は、バッテリーを充電してくださ
い。
Bluetooth 搭載機器とペアリングで
きない
①接続先機器側の Bluetooth 機能が
使用可能な状態であることを確認
してください。ペアリングモードが
時間切れのため終わっている場合
は、再度ペアリングモードにして設
定する必要があります。
②ご使用の機器が本製品のプロフ
ァイルに対応しているかを確認し
てください。
③接続相手から本製品の登録情報
を削除 （または解除）し、再度ペ
アリング （初期登録）からお試し
ください。
携帯電話利用時
着信時にマルチファンクションボ
タンを押しても通話できない



一部の携帯電話では、着信時に本製
品のマルチファンクションボタン
を数回押さないと通話を開始でき
ない場
合があります。マルチファンクショ
ンボタンを 1 回だけ押しても通話
できないときは、数回押してみてく
ださい。
また、携帯電話側で「ハンズフリー」
や「ヘッドセット」のいずれかで接
続するように選択肢が表示された
場合は、
「ハンズフリー」で接続をしなけれ
ば、マルチファンクションボタンを
押しても着信が取れない場合があ
ります。登録時にこのような選択肢
が表示された場合は 「ハンズフリ
ー」で接続をするようにしてくださ
い。
着メロ/着信音が聞こえない
着メロが設定されていても、ヘッド
セットからは通常の呼び出し音が



聞こえます。携帯電話に設定した着
メロは利用できません。また、携帯
電話の機種によっては Bluetooth 設
定の 「ハンズフリー着信鳴動」を
鳴らすように設定（「接続相手も鳴
動」などに設定）する必要がありま
す。
通話相手に自分の声が聞こえない
一部の携帯電話では、ヘッドセット
のマイク入力が有効になるように
手動で設定する必要がある機種が
あります。
マイク入力が無効になっていると、
ヘッドセットのマイクからの音声
が通話相手に聞こえません。また、
マイクの向きを口元に向くように
装着してください。
警告注意
1.分解しないでください。本書の指
示に従って行う作業を除いては、自
分で修理や改造・分解をしないでく
ださい。感電や火災、やけどの原因



になります。
2. 水気の多い場所での使用／保管
はしないでください。本製品内部に
液体が入ると、故障、火災、感電の
原因となります。
3. 高温、寒いの場所に放置しない
でください。(0°C 以下または 45℃
以上)
4. 雷雨の時にこのデバイスを使用
しないでください。雷雨は、デバイ
スの誤動作の原因となり、感電の危
険性も高いです。
本製品の正しい処分

(廃電気電子機器)
このマーキングは他の家庭廃
棄物と一緒に処分しないよう

に示しています。
廃棄について
本製品は内部電池にリチウムポリ
マー電池を使用しています。リチウ
ムポリマー電池はリサイクル可能
な資源です。


